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I はじめに
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本学学生の栄養実態調査は， 昭和48年に一度実施した； 以来6年を経たが， その間我々をと
りまく食環境は絶え聞なく変貌し続けている。季節に関係なく出回る野菜や果物，各種輸入食
品，昭和48年以降急速に増加した冷凍食品，調理済食品等記含め，我が国は， 現在食品の豊富
さにおいて世界でも有数の国であると言われている。
このような食環境の中で，現在学生の食生活はどのような状況にあるかを知る目的で本調査
を行った。
E 調査方法
1.調査対象
本学服飾美術科学生241名 （平均年齢19歳）を調査対象と した。生活環境別に分類すると 自
宅通学生 136名，寮生34名，自炊生47名，下宿生24名である。
2.調査方法
昭和54年11月上旬，連続3日間の全食物摂取量を調査表に記入させ，三訂日本食品標準成分
表および、市販食品成分表／こより栄養量を算出した。栄養および食品摂取状況の調査は国民栄養
調査に準じて行った。
食料費については，家計調査年報会よび、札幌市の食品小売価格より算出した。
身体状況調査としては，入学時およびl年後の身長 ・体重ふらブローカー 指数を算出し，そ
れにより体佐を観察した。
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結果および考察
?
?
1.栄養素摂取量
学生l人1日当り栄養素摂取量(1) 
学生 l人 1日当り栄養素摂取量を表1に示した。比較のために19歳女子の栄養所要量／こ対す
る充足率を図 1に表した。
学生1人1日当り栄養素摂取量
エネル たん 白 質 脂 肪 炭水 カルシ 鉄 ピ
タ 、 ン
項目 ギー 総量動物性 ( g) 化物 ウ（mgム） A 81 B, c 
(Kcal) (g) ( g) (g 
(mg) 
(IlJ) (mg) (mg) (mg) 
摂取量 2004 73.5 39. 7 64. 9 277.6 476 11. 9 1597 0.98 0.95 110 
標準偏差 377 17. 7 15.3 18. 7 58.2 184 3.2 753 0.30 0.28 51 
所要量① 2050 65.0 26.0 56.9 325 600 12. 0 1800 0.80 1.10 50 
表 1
エネルギー摂取量は2004Kcalで，所要量
19歳女子栄養所要量
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たん白質摂取量は総量 ・動物性たん白質
目方
動物とも に所要量を満たしており，特に，
性たん白質は53%上回っている。総たん白
質に占める動物性たん白質比は，所要量に
示されている40%を越え54%の高率で、ある。
脂肪の摂取量も所要量より 多いが， 摂取
エネルギーに対する比率は約29%であり，
望ましいエネルギー比25～30%の範囲にあ
る。
摂取エネルギーの食品群別構成比率図2
その他
動物性食品 油脂 の食品類
48. 7 
21. 7J+妻その他27.。
穀
対象者
平均限
24. 4 
48. 2 
23. 8一 寸 ー自宅通学生
46.1 
30. 6 15. 5 生寮
49. 8 
30. 5 自炊生 19. 3 
53. 7 下宿生
炭水化物は， 摂取量が年々減少している
この調査においても摂取栄養素であるが，100 (%) 50 
28. 9 24-.-S 
。
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量は少なく ，また，標準偏差も小さく対象者全般に低い摂取状況である。
カルシウムの摂取量は 476mgであり，所要量に対する充足率は全栄養素中最も低く約79%で
ある。全国平均でも北海道におけるカルシウム摂取量は少なく ，）乳および乳製品等の摂取が望
まれる。
鉄の所要量に対する充足率は99.2%である。しかし，全国平均摂取量は47年以来13mgを上回
っていることを考えると，その摂取量は低いと言わざるを得なしミ。特に，女子にと っては貧血
対策として欠く ことのできない栄養素だけに注意が必要で、ある。
ビタミン類の摂取量は，ビタミ ンB，・Cについては所要量を満た している。しかし，ビタミ
ン類は調理による損失が大きく，そのことを考慮すれば決して多すぎることはない。ビタミン
A・ B，は約87%程度の充足率にとどまっている。
以上が，栄養素摂取状況の概要である。たん白質，脂肪， ビタミ ンB，・Cは所要量を充足し
ているものの， その他の栄養素についてはいずれも所要量を下回っている。
(2）生活環境別栄養素摂取量
学生の生活環境を自宅通学生，寮生，自炊生，下宿生に4区分し，栄養素摂取量の比較を表
2に示した。
表2 生活環境別栄養素摂取量
（ ）標準偏差
~竺l 通臼学生モ 寮生 自炊生 下宿生 検 定
N 136 N=34 N=47 N=24 
エネルaギI) - 2005 217~1 200~) 
c1~ili 寮生と｛也3者間 Pく0.005!Kc ( 388) ( 38 ( 31 
た 総 （.， 量） 75.8 78.3 69.8 (~l. 5 寮生と自炊生・下宿生 P <0.02 09. 1 l (14.9) (14. 3) 1. 2) ん
瞥白 動物（I!性） 41. 9 42.1 35.4 29.~) 寮生と自炊生 ・下宿生 P <O. 02 (16. 6) ( 9. 7) 03. 3) ( 9. 
肪 （g) 65.5 71. 6 68.0 51. i) 自宅通学生 ・寮生と下宿生 P <0.005 』旨 (18. 4) (14. 6) (20.5) (14. 
炭水化物（g) 27\~ (71. 2977i (58. 27~6f (53 25\ ~ (36. 寮生と下宿生 P <0.005 
カルシウム 467 655 432 (35~7) 寮生と他3者間 P <0.005 (mg) ( 186) ( 145) ( 141) 
鉄 (mg) 12.3 13.0 1. 1 10. ~) 寮生と自炊生 ・下宿生 P <0.005 ( 3.5) ( 2. 9) ( 2. 3) ( 2. 
1552 2370 
c1i~~ ) 1173 寮生と他3者間 P <0.005 ピ A (I U) ( 726) ( 634) ( 523) 
1. 01) 0.99 1.00 O.ii) 有意差なし守 B, (mg) !0.3 (0.16) (0.32) (O. 
B, (mg) 0.96 1.04 0.93 0.7~) 有意差なし、 (0.28) (0.23) (0.29) (0 .1 
C (mg) 111 /4~4) 93 ( 7844) 寮自生と｛也3者間白 Pく0.005ン ( 53) ( 41) 宅通学生と 炊生 ・下宿生 P <O .005 
① エネルギ一
生活環境別比較では，寮生は所要量に達しているが，他三者については満たされていない。
摂取量の一番少ないものは下宿生で充足率は86%であり，下宿生と他三者間に危険率 0.5%以
下で有意差が認められる。また， 下宿生は標準偏差も一番小さく ，平均的な低さがうかがえる。
摂取手ネルギーの食品群別構成比率を図2でみると，寮生は穀類エネルギー比が46.1%と一
番低く ，一方， 油脂のエネルギー比は一番高くなっている。自宅通学生，自炊生はほぼ同僚の
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傾向がみられる。下宿生においては穀類エネルギー比は一番高く，動物性食品エネルギー比が
一番低くなっており，食事の貧しさを表している。
② たん白質
自宅通学生，寮生，自炊生は所要量を上回っている。また， 54年度国民栄養調査によると，
総たん白質に占める動物性たん白質の比率が50.2%とはじめて50%を上回る結果となったが，
本調査でも上記三者は同様の傾向を示し，質的な向上がみられる。しかし，下宿生は摂取量も
一番少なく所要量を下回り，総たん白質 ・動物性たん白質ともに他三者との問に有意差が認め
られた。
③脂肪
19歳女子の脂肪所要量は，脂肪エネルギー比25～30%から算出すると57g～68gである。自
宅通学生，自炊生はその範囲にあるが，自炊生は標準偏差が一番大きく個人差のあること を示
している。 寮生は71.6gと所要量を越えて一番多く， 脂肪のとり方について今一度検討する必
要があろう。下宿生はここでも摂取量が一番低く，所要量をも満たしていない。下宿生と他三
者間に有意差が認められた。
④ 炭水化物
たん白質および脂肪エネルギーより算出した19歳女子所要量は325gであ り， これに比べる
と四者いずれも低く， 一番多く摂取している寮生でも所要量に対する充足率は90%，最も少な
い下宿生は80%である。下宿生は標準備差も小さく，他三者との聞に有意差が認められる。次
いで少ないのは自炊生であり， 自炊生は標準偏差も小さく， 全般に少ない摂取量であることが
うかがえる。自宅通学生は標準偏差が大きく，個人差がみられる。
炭水化物摂取量の減少k，近年の傾向である穀類摂取の低下や肥満を警戒する若い女性の心
理から，砂糖のとり方を極力控えていること等によるものと考えられる。
⑤ カルシウム
カルシウム摂取量は，四者間相互に有意差が認められ，寮生が最も多く，次いで自宅通学生，
自炊生，下宿生の順位である。
寮生は655mgで所要量を上回っているが，他三者はいずれも下回っている。これら三者は54
年度国民栄養調査の548mgと比較しでも，自宅通学生，自炊生では約100mg，下宿生では200
mgも少ない摂取量である。特に， 下宿生の摂取量は352mgであり， その充足率は58.7%と低い。
下宿生においても，牛乳1本の摂取があれば所要量を満たすことができる訳であり， 若い女性
のいっそうの食生活管理が促される。
⑥ 鉄
所要量は12mgであり，自宅通学生と寮生は望ま しい摂取状況である。自炊生と下宿生は所要
量に達しておらず＼充足率はそれぞれ92%, 85%である。
⑦ ピタミ ン類
ビタミンAの所要量は1800IUであり， 寮生の摂取量が2370IUで所要量を満たしているほ
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かはいずれも少なく，充足率は自宅通学生86%，自炊生77%，下宿生65%である。ビタミンA
は，日本人の食生活において従来より摂取量の少ない栄養素であったが， 54年度国民栄養調査
では1628IUまでに向上している。それに比較すると，自炊生の1382IU，下宿生の1173IU 
は極めて低いと言わざるを得ない。緑黄野菜類の摂取について，より以上の配慮が必要で、ある。
ビタミンB，の所要量は0.8mgであり，自宅通学生，寮生，自炊生はいずれも所要量を満たし
ている。下宿生においても充足率は95%とやや良好な状況である。これらは豚肉・卵等の摂取
が増えたためと考えられる。
ビタミンB，の摂取量は， 四者聞に有意差はなく，また，いずれも所要量を下回っている。一
番摂取状態の良い寮生は95%，自宅通学生，自炊生は85%，下宿生は68%の充足率である。54
年度国民栄養調査においても1.03mgと低く， 一般的に摂取しにくい栄養素である。
ビタミンCの所要量は50mgで、あり，四者いずれも所要量を上回っている。特に，寮生の摂取
量は多く所要量の約3倍であり，他三者間と明らかな差が認められた。
以上，生活環境別に比較してきたが，いずれもすべての栄養素を充足していなしミ。しかし，
寮生は炭水化物，ビタミン弘摂取量を除いては，19歳女子栄養所要量を満たしており食事に対
する栄養的な配慮が行き届いていると言える。次いで良いのは自宅通学生，自炊生であり，両
者はほぼ同様の傾向を示し，エネルギー ，炭水化物，カルシウム，ビタミンA・B，の摂取量は
所要量を下回っているものの充足率は約80%程度となっている。 自宅通学生，自炊生は寮生と
比べると欠食も多く（表 3），また，晴好のかたよりや偏食等がその要因と して考えられる。
表3 朝 ・畳 ・夕食にみた欠食状況
（%） 
；－；－一一三竺土 自宅通学生 寮 生 自炊生 下宿生 メ~ 言十N =136 N =34 N =47 N=24 N =241 
朝 3日間のうち欠食しなかった者 113 (83. 1) 28 (82.4) 33 (70. 2) お （95.8) 197 (81. 8) 
1回欠食した者 16 (1. 8) 6 (17. 6) 11 (23. 4) 1 ( 4.2) 34 (14. 1)
食 2回 ’， 7 ( 5. 1) 
。( 0) 2 ( 4.3) 。( 0) 9 ( 3. 7) 
3回 ’， 。( 0) 。( 0) 1 ( 2. 1) 。( 0) ( 0.4) 
昼 3日間のうち欠食しなかった者 130 (95.6) 34(100. OJ 44 (93. 6)
24(100. OJ 232 (96.3) 
l回欠食した者 5 ( 3. 7) 。( 0) 3 ( 6.4) 。( 0) 8 ( 3.3) 
食 2回
, 1 ( 0.7) 。( 0) 。( 0) 。( 0) 1 ( 0. 4)
3回 イシ 。( 0) 。( 0) 。( 0) 。( 0) 。 ( 0) 
タ 3日間のうち欠食しなかった者 127 (93.4) 33 (97. 1) 45 (95. 7) 22 (91. 7) 227 (94. 2) 
1回欠食した者 9 ( 6.6) 1 ( 2. 9) 2 ( 4.3) 2 ( 8.3) 14 ( 5. 8) 
食 2回 イシ
。( 0) 。( 0) 。( 0) 。( 0) 。( 0) 
3回 イシ 。( 0) 。( 0) 。( 0) 。( 0) 。( 0) 
下宿生においては，所要量を上回って摂取しているものが動物性たん白質，ビタミンCのみで
あり，その他の栄養素摂取状況は非常に低いことが認められた。下宿生の栄養は，基本的には食
事提供者の意向によって決まるが，しかし，昼食，間食，補食等において栄養のバランスを調
整することは可能である。食習慣が健康を左右することを考え，下宿生自身の栄養と健康に対
する自覚が促される。
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2.食品群別摂取量
生活環境別学生 1人 1日当り食品群別摂取量と峨女子 1人 l日当りの食品構成めやす量会
表4に表した。
生活環境別
自宅通学生
寮 生
自炊生
下宿生
対象者平均
めやす量①
①速水決案
(1）穀類
穀
米
136 
96 
110 
125 
124 
類
いも
小麦 類
その他
139 47 
187 41 
185 51 
175 36 
159 44 
320 70 
表4 食品群別摂取量の比較
( g) 
野緑菜黄
その
砂糖 油類脂 豆類 ｛也の 魚介 獣肉類鳥 卵類 乳類 果実 菓類子類 類 野菜 類 類類
11 21 44 38 146 96 73 52 130 170 52 
12 29 31 98 200 108 85 17 193 179 35 
12 17 31 31 131 65 63 58 147 153 57 
8 15 46 26 98 70 54 46 107 147 30 
11 21 40 44 146 89 71 48 140 166 48 
20 25 70 80 200 140 100 200 
めやす量は 320gであるが，四者と もかなり下回っている。特に，米の摂取量は少なくなっ
てきており，一番摂取量の多い自宅通学生でも 136gで，54年度国民栄養調査北海道平均の
226.6 gを約90g下回っている。一番摂取量の少ない寮生は96gと130gも少ない状況にある。
小麦類の平均摂取量は159gで，北海道平均85.6gに比べ約 2倍の摂取量である。
生活環境別では，寮生の摂取量が一番多く 187g，次いで自炊生，下宿生，自宅通学生の）I顕
であり，自宅通学生の穀類に占める米と小麦類の摂取割合は約50%で， ｛也三者に比べ米の依存
度が大きい。逆に，寮生は朝食がパン食になっていることから米34%，小麦類66%と小麦類の
占める割合が大きくなっており，最近の米離れの傾向をみることができる。
(2) いも類
四者いずれも70gのめやす量を下回っている。一番多い自炊生でも5lgの摂取量であり， 少
ない下宿生は36gの摂取量で，めやす量の51%にとどまっている。いも類は意図的に献立にと
り入れないと摂取しにくい食品群であるが，じゃがいも 1個でも 200gはあり量的にはとりや
すい食品でもあるので，バランスよく食生活の中にとり入れていくことが大切である。
(3）砂糖類
いずれもめやす量を下回り， 摂取量の多い寮生，自炊生でも12gでめやす量の60%を摂取し
ているにすぎない。下宿生においては Sgでめやす量の40%と低い結果であった。 北海道の砂
糖類平均摂取量は9.0 gで全国平均13.6g（こ比べると少なく なっている。昨今，コーヒー，紅
茶等の飲みものをとることが多くなっているが，それらに砂糖をあまり加えない傾向が表れて
いることも考えられる。
(4) 油脂委員
寮生が29gと多く ，めやす量を越えている。寮生は集団給食という性格上，また，19・20歳
という年齢層の噌好から “揚げもの”“妙めもの”等の献立が多くなるため摂取量が多くなった
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ものである。一方，自宅通学生，自炊生，下宿生はいずれもめやす量を下回り，特に，自炊生，
下宿生は17g, 15gと低い摂取状況にある。北海道の油脂の平均摂取量は15.6gで全国平均18
g （こ比べるとやや低く，この調査における油脂摂取量の低さは地域性と も考えられる。しかし，
油脂は砂糖同様エネルギーの効率よい給源であることを考えると，摂取量が少なくなることは
好ましいものではない。
(5）豆類
豆類はめやす量70gに対し四者いずれも下回っている。一番多い下宿生で、46g，充足率は65
%であり，摂取量の少ない寮生， 自炊生は50%に満たない充足率である。 豆類は米飯と同時に
摂取されることが多く，食生活の洋風化の中で見落されてきた食品である。 しかし，アルカリ
性食品，植物性食品とい うことで， 近年特に，見直されてきている食品であり，適宜献立の中
にとり入れていきたいものである。
(6）野菜 ・果物類
野菜の摂取量は最近の栄養知識の普及による食生活の向上等で，国民栄養調査等によると良
い結果をみせているが，本調査では緑黄野菜・その他の野菜ともに，寮生を除いてはめやす量
を下回っている。自宅通学生，自炊生は緑黄野菜がめやす量の50%，その他の野菜は70%であ
り，下宿生は両者とも50%に満たない摂取状況である。このことが前述の鉄やビタミンA・B,
の微量栄養素の不足となっている。“生野菜サラダ”は若い女性の好きな料理あ一つで、あるが，
サラダは従来の煮もの，妙めものに比べると野菜の摂取量が少なくなることに留意しなければ
いけない。
果実類は四者ともめやす量を下回っている。果実類は近年，摂取量が伸びてきているが，本
調査では良い結果が得られなかった。
(7）動物性食品
魚介 ・獣鳥肉・卵類の動物性食品は，近年，特に摂取量が増加している食品群であるが，本
調査でも同様の傾向がみられた。従来，魚介類の摂取量は肉類を上回っていたが， 54年国民栄
養調査，本調査ともその差が除々になくなり，自炊生に顕著に表れているように肉食晴好が強
まってきている。
(8) 乳類
四者いずれもめやす量を上回っているが，前述のカルシウム不足を考えると 100gのめやす
量は充分とはいえず，めやす量より多く摂取することが望ましい。
(9）菓子類
自炊生が一番多く， 57gであり，次いで自宅通学生，寮生，下宿生の順であった。自宅通学
生，自炊生は晴好中心になりやすい環境にあるため，摂取量が多くなったものと思われる。前
述のように摂取エネルギーが少ない場合，その中で菓子類から得るエネルギーが多くなること
に気をつけねばならない。間食の内訳は表5に示した。
以上， 生活環境別比較では，寮生は魚介 ・肉類などのたん白質源が豊富で、あり，野菜 ・果実
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表5 間食の内容と頻度
回（回／人×100)
；－－－；－一一三竺~ 通自学宅生 寮生 白土欠生 下宿生N =34 N =47 Z口〉、 計N =136 N =24 
果 実 類 311 24 78 46 459 (190. 5) 
菓子類
洋 菓 子（ケーキ ・シュークリーム類） 69 10 18 6 103 (42. 7) 
手口 菓 子（まんじゅう ・ょうかん類） 36 2 8 2 48 (19. 9) 
甘 昧 類（チョコレ トー・ あめ類） 41 8 15 2 66 (27. 4) 
スナック菓子（せんぺい ・クッキ一類） 94 36 30 14 174 (72. 2) 
ノf ン 類 46 2 14 5 67 (27. 8) 
しミ も 類 31 10 21 1 63 (26.1) 
め ん 類 7 1 2 1 11 (4. 6)
牛乳・乳製品 102 5 26 8 141 (58.5) 
飲みもの コーラ 41 2 18 5 66 (27.4) 
コーヒー・紅茶・ココア 98 38 35 19 190 (78.8) 
ジュース ・ファンタ類 23 7 12 2 44 (18.3) 
氷 菓 類 6 5 。 12 (15. 0) 
そ の 他 19 2 4 4 29 (12. 0) 
類，乳類の摂取量も一番多く良好な状態にある。自宅通学生，自炊生は噌好が受け入れやすい
点から，両者は同じ傾向を示し，穀類，乳類，野菜類等の摂取量は少ない。下宿生は動物性食
品のみがめやす量を満たしているものの，全般的に不足が目立つ。
3.食料費
生活環境別
食料費
標準 偏 差
検 定
表6 1人 1日当りの食料費
（円）
自宅通学生 ｜寮 生 l自炊生｜下 生｜
N =136 I N =34 I N =47 I N =24 I平均
646.8 I 615.8 I 598. 1 I 515.2 I 619.8 
152. 4 I 112. 1 I 128. 7 I 103. o I 144. 1 
下宿生と他三者間 P<0.01 
表6に生活環境別1人1日当り食料費を示した。全体の平均価格は619.8円であり，生活環
境別では自宅通学生646.8円，寮生615.8円， 自炊生 598.1円，下宿生515.2円である。下宿
生と他三者間に有意差が認められた。自宅通学生は平均価格より高くなっているが，標準偏差
が大きく最高価格1106円から最低価格325.3円とバラツキが非常に多い。
家計調査年幸町こよれば， 54年間全国平均の食料費は 573円である。一方， 19歳女子の食品
群別めやす量を調査時価格で算出すると，表7に示すよ うに約665円となる。 また，寮のよう
に栄養士の管理のもとで作られる食事でさえ 615円を要している。これらのことから，この時
点における 1日の食料費は，少な くとも 620円から 700円は必要ということになろう。食料費
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表7 19歳女子めやす量とその価格
食 ロロ 群 めやす量 （g) 価 格 （円）
穀 類 320 109. 70 
しミ も 類 70 13.93 
砂 糖 類 20 5.40 
J由 1旨 類 25 19.31 
豆 類 70 32. 79 
緑 黄 野菜 類 80 24. 77 
その他の野菜類 200 62.50 
魚 介 類
肉 類 140 132.02 
。日 類
乳および乳製品 100 84.47 
果 実 類 200 180.80 
菓 子 類
ぷ口〉、 計 金 額 665.69 
は，生活費の中で他の経費からのしわ寄せを受けやすいが，適切な食料費の確保は食事作りの
必要条件で、あるこ とを考え，正しく，合理的な食生活管理をしてほしいものである。
4.身体状況調査一一 ブローカ一指数でみた体位一一
表8 ブローカ一指数 ・度数分布表
（%） 、＇-, 
区一～～分～』』ι一度一一数 80未満 80～89 90～99 100～119 110～119 120以上 メE主3、 言十
入 学 E寺 27 80 81 35 11 
。 234 
(11. 5) (34.2) (34.6) (15. 0) (4. 7) ( 0) (100. 0) 
1 年 後 18 81 85 26 22 2 234 (7. 7) (34. 6) (36.3) (11.1) (9.4) (0. 9) (100. 0) 
表9 ブローカ一指数平均値
（ ）標準偏差
生活環境別 入 弓己 日寺 1 年 後
自宅通 学生 90.1 ( 9 .77) 91.2 (10.03) 
寮 生 89. 5 ( 8 .21) 91. 4 ( 9. 06) 
自 炊 生 93.2 ( 8.81) 95. 5 (11. 65) 
下 宿 生 92.8 (10.74) 95. 4 (10. 39) 
対象者平均 90.9 ( 9.60) 92. 5 (10. 45) 
表8は入学時と 1年後のブローカ一指数〔体重÷ （身長一 100）× 100〕度数分布表である。
生活環境別のブローカー指数を表 9に示 した。平均値は入学時90.9，入学 l年後は92.5と若
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干の増加がみられた。四者とも入学時より増加している。エネルギー摂取量が少ないにもかか
わらず（表 2），体重の増加がみられたのは運動による消費エネルギーが少ないためと考えられ
る。消費エネルギーの過少は体力の低下や疲れやすさを招くことが多いため，体力的にも，健
康面からも身体活動による消費エネルギーの増加が望まれる。特に，寮生， 自炊生，下宿生は
概して通学時聞が短く ，労作も軽く なりやすいことからエネルギー消費量を高めるように努力
してほしいものである。
N ま と め
本学学生の栄養実態調査を行い，次の結果が得られた。
(1）学生 1人1日当り平均栄養素摂取量は，たん白質，脂肪，ビタミ ンB1・Cが19歳女子所
要量を上回っているが，その他の栄養素についてはいずれも下回っている。
(2）生活環境別比較では，寮生の栄養摂取状況が最も良好であり，次いで、，自宅通学生，自
炊生の順であった。 下宿生は所要量を上回って摂取しているものが動物性たん白質，ビタミン
Cのみとい う低い摂取であった。
(3）食品群別摂取量では，四者とも魚介・肉 ・卵等の動物性食品の摂取量がめやす量を大き
く上回っている。一方，穀類‘いも類，砂糖類の摂取量がめやす量を下回っている。
(4）食料費は， l人 1日当り平均619.8円であり，生活環境別にみると自宅通学生646.8円，
寮生615.8円，自炊生598.1円，下宿生515.2円であり，下宿生と他三者聞に有意差が認めら
れた。
(5) ブローカ一指数平均値は，入学時90.9より 1年後92.5とわずかながら増加しており，生
活環境別でも同様の傾向がみられた。
本学学生の栄養摂取状況は，寮生を除きやや不良の状態にあり，食に対する意識は相変らず
低い。食品や栄養の知識は，長い学習生活で得ており，また，食に関する情報は多量に受けて
いるにもかかわらず，それが実生活には生かされていない。日々の食生活を正しく管理してい
く， その積み重ねが健康をもたらすものであ り， また，規律正しい学生生活にもつながること
を考え，食生活に対する正しい認識，実践力を高めるよう指導していきたい。
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